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　（’目的）現代のように情報と食品の双方が過多な社会において，情報は人間の食品の購買

行動に多大な影響を及ぼしている．しかし，都市部と同じ情報を受信しても商品が存在し

ない場合はどうであろうか．本研究は，そのような環境下における食品の購買行動と情報

との関係を明らかにすることを目的とした.

　（方法）情報の中でとりわけ電気通信系メディアの情報は内地と大差なく受信できるにも

係わらず，市場が限られている離島イ青ケ島」においてフィールド調査を実施した．調査

は1992年8月10日から21日，1993年5月９日から25日の延べ28日間，現地に滞在して行なっ

た丿島民と生活を共にして，参与観察および聞き取り調査を行なう形式をとった.

　（結.果）（1）食品の選択基準は「新鮮さ」および「手に入りやすさ」等，食品の市場に

遠い離島の地理性を反映している項目が主たる基準となっていた.

　（2)この地域における購買行動と，都市部と同じ情報との関係は以下のようであった.

　1）初期の段階では，食品のテレビコマーシャルなどの情報を受信した時，購買意欲は

　湧くが，購買行動には結び付かない．

　2）1の状態が続くと徐々に，情報を受信しても，

（3）彼らの食品の購買行動に影響を与える情報は，
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購買意欲さえ湧かなくなる．

地域特有の情報であった．

中国料理における調味料について

　　昭和女大家政　　小田きく子

目的　　調理をする上で不可欠なものは調味料であり、その用い方で料理の良否が決ま・

る。特に中国科理においては、その種類と用い方は多種多様である。そこで種類・地域

性・使用方法について、その特徴を比較検討した。

方法　　1973年柴田書店発行ｒ中国名菓譜丿全４巻に掲載されている全料理をカード

にとり、地域別・種類別にでの使用方法・使用頻度を統計的に分類し調査した。

結果　　「中国名菓譜」全４巻に掲載されている料理総数は、1Z56料理で、このうち

調味料を使用してない科理はわずかlO料理でﾘ3％に過ぎず、残り99^％の1246料理には

何らかの調味科が使用されていた。

１料理にim味科のみ用いているのは、152料理で122;^で、最も多種類の調味料を用い

ていた料理では10種類もの調味科を用いていた。３種類の調味料を用いていた料理が、

最i,多く275％、次いで４種類を用いていた料埋かzぶであった。

調味料の用い方は調味用・下味用・つけ味用の３方法に分類できた。最も多いのは調味

用で71^％であった。

調味料の種類は＼30種類で、t邨j隊員味料が49種類で最も多く、次いで異香調味料30種類

・仙味調味料19種類の順であった。使用頻度では塩・化学調味料・酒・醤油ヽ砂糖■酢

の順であった。
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